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ボランティアとは？ボランティアの役割

千葉県では殺処分される⽝猫の数を減らすために動物愛護推進計画を⽴
てていて、前倒しで⽬標達成ができています。

市川市でもペットに関する問題を解決しようと、いろいろな政策を実施
していますが⾏政だけでは限りがあります。⼀般市⺠の⽅にボランティ
アとして協⼒していただくことで、より⼤きな成果につながります。

今やボランティアの存在は動物愛護を推進するために⽋かせない存在に
なっています。

ボランティア活動は、参加して良かった、活動してやりがいがあったと
思えることが⻑続きの秘訣です。



ボランティアを⾏なう上での注意点
• ご⾃⾝がケガをしないよう⾝を守る事が⼀番です
• 基本的に他⼈の⽝や猫はさわらないようにしましょう
• ペットを飼っていない⽅や嫌いな⽅にも配慮しましょう
• 活動を円滑に⾏なうためにボランティア同⼠や地域住⺠と

コミュニケーションをとるようにしましょう
• ボランティア同⼠や市の職員等への批判は

やめましょう
• ボランティアでも責任は⽣じます。安易に

引き受けるのはやめましょう。



千葉県における⽝猫の殺処分数
平成11年 平成14年 平成21年 令和3年 令和6年

⽝ 14,105 10,076 2,624 106 98

猫 10,958 11,401 5,925 296 158

市川市内→愛護センター東葛飾⽀所 令和6年度

捕獲収容
（）内は返還数

⽝ 8頭（6頭）内負傷1頭

猫 8頭（1頭）内7頭は瀕死の状態

引き取り
⽝ 0頭

猫 1頭（飼い主不明）

平成14年以前は千葉市を除く 平成21年以降は千葉市・船橋市・柏市を除く



もしものために
迷⼦札・マイクロチップを付け
よう
常時装着・・・鑑札・狂⽝病予防注射票
もし、迷⼦になってしまったら・・・
＜問い合わせ＞
・市川保健所（市川健康福祉センター）
・千葉県動物愛護センター東葛飾⽀所
・市川警察署または⾏徳警察署

それでも⾒つからないときは・・・
・隣接の保健所（健康福祉センター）、警察署
・隣接の動物愛護センター（東京都、船橋市等）

鑑札 注射済票

迷子札



⽝・猫に関する
市⺠からの苦情、相談

《市川市⾃然環境課、市川保健所（市川健康福祉センター）に
寄せられる苦情、相談》

【⽝】
・散歩中のノーリード
・糞の放置、尿臭
・なき声



⽝・猫に関する
市⺠からの苦情、相談

《市川市⾃然環境課、市川保健所（市川健康福祉センター）に
寄せられる苦情、相談》

【猫】
・花壇を荒らす、臭い等糞の害、⾞に乗って傷をつける
・飼い猫が外に出ている
・野良猫に無責任にエサを与えている



飼い猫
★完全室内飼い
・外に出れば近隣に迷惑をかけてしまう
・外は危険がいっぱい
（感染症、交通事故、虐待等）

★終⽣飼養（捨てないで）
★不妊去勢⼿術
★所有者明⽰（迷⼦札）



飼い主のいない猫（野良猫）を
減らす⽅法

★増えないようにする（⼀代限りの命）
T Trap（捕獲）
N Neuter（不妊・去勢⼿術）
R Return（元の場所に戻す）

★減らしていく
保護して譲渡する



無責任に餌を与えて猫が増えてしまっ
ている地域



地域猫活動とは
〜地域にお住まいの皆さんが主体となり、
野良猫に不妊等⼿術をするなど適切な
管理を⾏い、野良猫の数を減らすことで
野良猫問題を解決し、「住みよいまち」
をつくるための活動〜

*市川市公式Ｗｅｂサイト「地域猫活動」から抜粋



地域猫活動
①周辺の清掃
②適正な餌やり
③活動の周知
④猫の不妊等⼿術の実施
⑤その後の管理 地域猫団体登録(現在 57団体)

・構成員3⼈以上
・餌場所有者の同意
・管理猫登録
・不妊等⼿術費助成⾦
・譲渡費等助成⾦



ボランティアとしての活動内容
（例）

平常時
・市が実施するイベント等への協⼒
・動物愛護団体に保護された⽝の散歩や譲渡会に
おける協⼒

・地域猫の不妊⼿術等のための捕獲協⼒
・動物病院への搬送
・⼿術後の⼀時預り
・ミルクボランティア



市が実施するイベント等への協⼒

猫の譲渡会 環境フェア ペット同⾏避難訓練



動物愛護団体に保護された⽝の散歩

団体のルールや注意事項を守って協⼒します



猫の捕獲協⼒



動物病院への搬送（送迎）



⼿術後の⼀時預り



ミルクボランティア
• ミルクの飲ませ⽅（作り⽅、回数、量等）

• 排泄のさせ⽅



⼀時預り
• お世話の仕⽅等、指⽰に従う
（⾥親様が困らないように家の中での⽣活に慣ら
していきます）



⼀時預り
• ケージの中でのみのお世話が基本



～東日本大震災から考える～



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

• 地震による倒壊

• 津波

• 原子力発電所
の事故

• 停電

• 通信障害

• 断水

• 鉄道運休

• 土砂崩れ



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

 被災地では発災から数日間
ペットの事は後回し

ドッグフード・キャットフード
必要な方

声をかけてください
070-****-****

声がけはNG



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災
飼い主に無断で犬を移動

 様々なボランティア団体が無
秩序に行動

 若い純血種を狙った転売目
的の盗難が横行
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捕獲した犬・猫を保健所で数日以内に殺処分す
るという風評（後に環境省のHPにて否定）



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

犬・猫を保護した場合のお知らせ（張り紙）



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

◎東日本大震災におけるボランティア活動
（団体による活動）



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

◆緊急災害時動物救援本部設立

構成団体
（公社）日本獣医師会
（公社）日本動物福祉協会
（公財）日本動物愛護協会
（公社）日本愛玩動物協会

環境省からの要請により震災3日後に立ち上がる

活動内容
1．被災動物の救護等のための人材派遣・物資提供・資金供与
2．救護活動を円滑に実施するため、政府・都道府県等の関係

行政機関との連携
3．緊急災害発生時の効率的な救護活動のための予防措置



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

① 緊急災害時動物救援本部
ペット同伴可能一時避難所：市川シェルター

 ボランティア：（公社）日本愛玩動物協会 千葉県支部、獣医師他

 協力：市川市 市川市教育委員会

開所期間： 2011年3月28日～2011年4月29日

市川少年自然の家



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

① 緊急災害時動物救援本部
ペット同伴可能一時避難所：市川シェルター

受け入れ条件：

 自宅が福島原発から20km以内の被災者

 ペットの世話は入居者が行うこと

 ペットはペットの専用テントで飼育すること

75名ほどが市川シェルターに避難希望
↓

出発直前、市川の水道からセシウムが検出
↓

避難予定者に広がる不安
家族（特に高齢者）が「遠くに行きたくない」

↓
連鎖的に市川への避難を中止

↓
市川に避難しようとする人に
「知らない人ばかりの所に行っても苦労する」

↓
結果、4家族 犬8頭 猫2匹



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

① 緊急災害時動物救援本部
ペット同伴可能一時避難所：市川シェルター

 テントの設営 （屋根、床、横幕、横幕の内側に養生用布）

段ボール、ボランティアが持ち寄った毛布、ブルーシート等あるものを工夫して利用

ペット飼育施設の設営



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

① 緊急災害時動物救援本部
ペット同伴可能一時避難所：市川シェルター

• ケージの組み立て

• 犬が向き合わないように工夫して設置

• 猫が入るケージには下のスペースを網やヒモで補強

• フード、ケージ、おやつ等々は支援物資



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

① 緊急災害時動物救援本部
ペット同伴可能一時避難所：市川シェルター

• ペットのお世話は飼い主が行なう

• シェルタールール作り（たたき台）実際の
ルールは居住者に任せる

（入室の時間やフンの持ち帰り等）

• ボランティアのルール：犬・猫には触れない、
1日の報告はノートに記入



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

① 緊急災害時動物救援本部
ペット同伴可能一時避難所：市川シェルター

• 飼い主さんのサポート

• ペットに関する相談窓口（ケージに入らない、
お尻にできもの、ハウスから出てこない、食
欲がない・・・）

• ペット飼育施設内の清掃

• 施設周辺の見回り・清掃（ウンチ拾い）

 



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

① 緊急災害時動物救援本部
ペット同伴可能一時避難所：市川シェルター

• 飼い主さんと相談の上、屋内運動
場を設営

• 青年会議所OB会による協力



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

① 緊急災害時動物救援本部
ペット同伴可能一時避難所：市川シェルター

• ペット飼育施設の撤収・資材返還・
清掃



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災
② 緊急災害時動物救援本部 支援物資保管所

 ボランティア：（公社）日本愛玩動物協会 東京都支部他



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

② 緊急災害時動物救援本部 支援物資保管所

• 支援物資の保管、管理、仕分け、発送準備



1．平成23年（2011年）3月 東日本大震災

 犬・猫舎の清掃、改良

 犬・猫への給餌、ふれあい、
犬の散歩

 職員・スタッフ用施設の清掃

 獣医師による往診（ワクチン接種、
寄生虫駆除、不妊・去勢手術、
皮膚疾患・消化器疾患の治療）

③ 東京都動物救援センター

ボランティア登録数：650名 のべ2,300名
犬：24頭（10頭：14頭） 猫：12頭（4頭：8頭）

三宅島噴火災害動物救援センター（2000年～2001年）を利用し
2011年10月～2012年9月末まで東日本大震災東京都動物救援センターとして運営



2. 災害への備え



2．災害への備え

自助→共助→公助
自分と家族の身は 周囲と助け合う 公的支援を受ける

自分たちで守る

過去の災害で救助された方の７割近くが家族を含む自助による

自助

66.8%

共助

28.1%

公助

5.2%

自力・家族 友人・隣人 通行人・救助隊・その他



同行避難・同伴避難とは？

◎同行避難・・・飼い主がペットと一緒に避難所に

行くこと（避難行動）

◎同伴避難・・・避難所等で飼い主がペットの

お世話をすること（状態）

ただし、同伴避難についても、指定避難所等で飼い主が
ペットを同室で飼養管理することを意味するものではなく、
ペットの飼養環境は避難所等によって異なる

【環境省 人とペットの災害対策ガイドライン】

「避難所運営ガイドライン」
（平成 28 年 4 月内閣府）

2．災害への備え



同行避難・同伴避難とは？

行動 状態

同行避難

同伴避難

ペットと
同じ部屋で

生活

ペットとは
別室で
生活

2．災害への備え

同室避難



2．災害への備え

• 《犬の場合》 ハウス（クレート）トレーニング、呼び戻しなど基本的なしつけ

• 《猫の場合》 完全室内飼い、キャリーバッグに馴らす

• 健康管理（ワクチン接種、寄生虫駆除）

愛犬・愛猫の命を守る



2．災害への備え
 個体識別の装着（鑑札、注射済票、マイクロチップ+迷子札）



2．災害への備え

• ペットフード、常備薬等備蓄品の準備（ローリングストック）

• キャリーバッグ、ケージ、リード等の用意



2．災害への備え

• ハザードマップの確認（地震、土砂災害、洪水、内水、高潮等）

• 色々な災害、様々なシチュエーションを想定して
家族で避難手順、経路、持ち出しグッズの優先順位について話し合う

• 実際に避難行動をとってみる（家族避難訓練）



2．災害への備え

• ペットの預け先を数か所確保

• お住まいの地域のペットの受け入れ状況を確認

• ご近所との日頃からのコミュニケーション（ペットの会など）

★自宅が倒壊等の危険がない場合は在宅避難



2．災害への備え

市川市公式HPハザードマップ等

• 地区別減災マップ
• 水害ハザードマップ
• 防災カルテ・地区防災計画

市川市 暮らし マップ等 または



3．災害ボランティアを行なうにあたって
大切なこと



3．災害ボランティアを行なうにあたって
大切なこと

 健康・安全確保（ご自身、ご家族-もちろんペットも、ご近所・
ご親戚など）が第一

 人間関係が大切
コミュニケーションをとる・丁寧な言葉遣いを心がける

ボランティア スタッフ（責任者）

ボランティアリーダー

被災者

★禁止事項

×運営や他のボランティア批判 ×決められた業務の範囲外の行動

×派遣先のルールをやぶる ×独善的な行為（親切の押し売り）

×無理をする ×活動中に知り得た事を口外する



3．災害ボランティアを行なうにあたって
大切なこと

飼い主の許可なくペットに触れない （ふれあい動物ではない）
さわろうとしている人にはやんわりと注意を



3．災害ボランティアを行なうにあたって
大切なこと

 ペットの預りは慎重に・・・
 飼い主から離れたペットたちは不安になり攻撃性が出る場合もある

 先住犬・猫がいる場合は特に注意 縄張り、相性

 預り犬が先住犬や預り主を咬んでしまった例も

 ボランティアの仕事は多様
 犬・猫の世話

 施設内の清掃（ペット用、人間用）

 資材管理

 荷物運搬・・・等々

 ボランティア保険への加入



3．災害ボランティアを行なうにあたって
大切なこと

まとめ

・ボランティア活動をするときは、ご自身とご家族が健康で

安全であることが第一条件です（日頃の準備を充分に

しましょう）

・心と時間に余裕を持って活動しましょう

・一人で勝手に行動せず、リーダーや行政担当者との

連携を図りましょう（報告・連絡・相談）



最後に・・・

【人獣共通感染症にご注意ください】

レプトスピラ症（主に犬）

2019年以降 千葉県で多発

SFTS（重症熱性血小板減少症候群）

２０２５年に茨城県で獣医師が感染

致死率が高い

犬：約26%、猫：約65%、ヒト：約27%

7種以上の混合
ワクチンで予防

ペットには
有効なワクチン、

特効薬はない
ノミ・マダニ予防

で対策



ご清聴どうもありがとうございました


